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初春の候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

令和 5 年度の 2 月議会では、新年度の神戸市予算議会が開催されます。

皆さま神戸市民の納めていただいた貴重な税金が一体何に使われようと

しているのか、 果たして、 それは必要な予算なのか無駄な予算ではないの

か、など様々な観点より神戸市当局に質問します。

本市はようやく魅力ある都市に生まれ変わるために都市投資ができるよう

になりました。

神戸空港も国際化が決定し、空港ターミナル、都心三宮、ウォーターフロン

ト、 名谷駅、 西神中央駅など地下鉄駅近辺、 王子公園等々の再整備の

大型投資案件が続々と予定されています。可能な限り、市税を投入せずに

済むように、 民間投資手法を使いつつ、 市債の発行を最小限に押さえて

最大限の効果が生み出せるようにしっかりと政策提言等をして参ります。
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■昭和41年4月8日生
■西須磨小学校卒
 　　～ 鷹取中学校卒
　　　  　　 ～ 滝川高校卒

■神戸学院大学法学部卒
■元大学受験予備校
（代々木ゼミナール）勤務
■2015年統一地方選挙初当選
現在2期目

■月見山本町2丁目まちづくり協
議会顧問等

■法務省保護司
■滝川学園同窓会 常任幹事

Profile
新型コロナウイルス感染症の影響で、 市民生活や経済活動にも大きな影響が生じており、 収入が

激減した方や、 職を失われた方など多くの市民が経済的に困難な状況を強いられております。 こんな

時こそ、 市民や事業者に対してきめ細やかな対応が必要です。

また、 本市の期末手当は、政令市でも横浜市に次いで2番目に高く、人口規模が抜かれた川崎市、福岡市よりも

高い水準にあるにもかかわらず、 期末手当を議員自らが更に上げようとしていることに関しては、 市民の

理解を得ることができるとは思えません。

コロナ禍においても収入が減るなど景気の影響を受けることがない市会議員が率先して、 不安を抱く市民に寄り

添い、 痛みを共有するのは当然であり、 身を切り、 模範を示すべきであります。

我々の議員報酬の原資は市民の皆様に納めていただいた貴重な税金であり、 議員手当を引き上げる前に、

魅力あるまちづくりや、 市民サービス向上などに充てるべきではないでしょうか！

反対討論
（抜粋）

令和4年12月議会では、 自民党、 公明党、 立憲民主党

等の会派から議員提出第４１号議案 「神戸市市会議員の

議員報酬、 費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を

改正する条例の件」 が提出されました。 内容は要するに議員のボーナスを増額しようとするものです。

私たちはこの時期に増額するべきではないと反対討論を述べ反対しましたが、 下記会派の賛成多数により

可決し、 それにより約11万円議員のボーナスが増額しました。

各会派*
賛否一覧

会派 日本維新 自民 公明 共産 立憲 つなぐ

議員提出第41号議案 × 〇 〇 × 〇 ×
（*所属議員5名以上の交渉会派のみ記載）
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令和４年12月５日議会▲

私は毎月議員報酬手取り相当額２割を

全国の被災地等へ寄付を続けています。

1,104,810円合計

寄付状況 令和４年度のご報告

（公職選挙法上、神戸市内の寄付は禁止されています。）

●石川県令和4年度8月大雨災害義援金

1,000,000円

●令和4年8月新潟県大雨災害義援金
 （社会福祉法人新潟県共同募金会）　104,810円
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贈呈式を行っていただきました！

令和4年12月9日に石川県庁において、 馳石川県知事に

1000万円義援金※贈呈式を行っていただきました。

多くの地元マスコミにも取り上げられました。

※日本維新の会神戸市会議員団　10名×100万円＝1000万円

石川県庁での贈呈式▲

日本維新の会神戸市会議員団は久元市長に対して、 令和５年度神戸市予算に
対しての要望書を手交しました。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要望書

詳しくは
こちら令和5年度の予算編成に対しては、 新型コロナウイルスにおける市民生活や市内経済状況

に大きな影響が生じています。 また、 ロシアのウクライナ侵攻や為替変動による原油価格 ・

物価高騰により市民生活は厳しい状況が続いています。 コロナウイルス感染症対策をしつつ

社会経済活動の両立を図りながら、 事業者や市民生活の実情に応じたきめ細やかな対応が

必要です。 行財政改革をすすめつつ、 神戸の成長と市民サービス向上を図るべく様々な

要望を行いました。 詳しくはＱＲコードでご確認ください。
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